
 

（１）期 日 平成 31年（2019年）４月１日～ 

「オールながの」大学や専門家と保育現場の知見を集め、施策を企画・立案 

☞運営会議・専門部会 

「フィールド研修」質の高い幼児教育を実践している実践園のフィールドで、体験を通して学び合う新たな研修 

☞実践園を指定し、フィールド研修を実施 

 

（２）目 的 「信州幼児教育振興指針」の理念と方針に基づく具体的な取組を展開し、園種を越え、 

県内全ての施設における「質の高い幼児教育」を実現 

 
（３）センターの特徴 

（４）平成 31年度の運営体制及び取組 

 
構成員：大学関係者、幼児教育施設団体代表、

県所管部門責任者 

実践園の園長を幼児教育推進

リーダーに任命 

事業内容の決定 
企画・立案 

 
大学の有識者等で構成するア

ドバイザリー・チームの設置 

運営会議【決定部門】 

幼児教育コーディ 

ネーターを新設 

専門部会 

への参画 

専門部会へ 

の参画 
現場の声を共有 

 

構成員：アドバイザリー・チーム 

幼児教育推進リーダー等 

専門性を高める研
修体系や園種を越
えた研修メニュー
の共有化 

園の遊びで培われ
た力を生かす接続
カリキュラムの開
発 

保育者研修 

専門部会【企画・立案部門】 

地域の幼児教育施設各園による実践 

体験型公開保育 
 

実践園での 

フィールド研修 

【フィールド研修実施予定】…計７園 

○ 県内４地区に各１園ずつ 

（公・私、幼稚園・保育所・認定こども園のバランスを考慮） 

○ 県内全域に１園（インクルーシブ）  

○ 園・小接続 

○ 信州やまほいく 

 

 ○ 「信州やまほいく」や「インクルーシブ

教育」の視点を踏まえ、検討  

○ 園種を越えた研修の相互乗り入れの実施 

各園 

園・小接続 

幼児教育支援センター事務局 
 

事務局長 教育次長 

担当 県民文化部（次世代サポート課、私学振興課、こども・家庭課）、教育委員会（学びの改革支援課） 

センター長：太田 光洋  

（県立大学こども学科長） 

 信州幼児教育支援センターの設置について 

私学振興専門員【私】

幼保連携推進員【こ】

保育専門推進員【こ】 

保育専門相談員【こ】 

指導主事【学】 

・各園への訪問支援 

・
実
践
を
通
し
学
ぶ
こ
と
で 

指
導
力
を
向
上 

学びの改革支援課 


